Ⅳ、アレルギー疾患を持った子どもへの対応について
 　昨年暮れ、東京調布市の市立富士見台小学校で、昨年12月20日、チーズなどにアレルギ-のある5年生の女子児童が、給食を食べた後に死亡した事故が起こり、冬休みを前に大変に残念なニュースが全国に流れました。

 　給食を食べているときに女児がお代わりを希望した際、担任の男性教諭が誤ってチーズを使った料理を手渡していたことが明らかになっています。同市教育委員会は、医師や弁護士を含む検証委員会を設

置し、再発防止策などを検討するとしています。

 　当日の給食の献立は、生地にチーズを練り込んだ韓国風お好み焼き「じやがチヂミ」でしたが、女児用にはチーズを抜いたチヂミを1食分だけ用意したが、お代わりを求められた際に、女児に食べさせてはいけない「チーズ入り」だったことには気が付かなかったということです。女児が食べられない料理には「×」印がつけられているが、確認を怠っていたため、お代わりを求められた際、女児に食べさせてはいけない「チーズ入りだったことには気づかなかった」ということです。さらに、教職員がエビペンの注射をためらったこともわかっています。

 　この学校では昨年10月にも別の児童が誤って給食を食べてアレルギー症状を起こし、病院に救急搬送されていた事実も明らかになってきています。このケースは配り方に問題があり、児童が別の給食を誤って食べてしまったということです。

　我がまちの未来ある子どもたちが、楽しいはずの学校の給食で、命を落とすようなことが、絶対あってはならないと考えます。よって以下、伺います。

　

（1）我がまちの食物アレルギーの子どもはどのように掌握され、このような事故が起きないために、どのような取り組みが行われているのか。

 （2）調布市のような「お代わり」の時の盲点や、配り方の問題などが明らかになっています。どのように対応しているのか、伺います。

 （3）教職員のいざという時の自己注射液エビペンの取り扱いについて伺う。

 

【参考】

2013/02/11　公明「給食アレルギー事故」

2013/1/8　読売　「チーズ入り」誤って渡す

2013/1/22　中日　「２か月前誤って事故」

 

【考えられる展開】

　児童・生徒のアレルギー疾患が増えていることを受け、文部科学省は日本学校保健会と協力して、2008年３月、アレルギー疾患を持った児童生徒への学校での対応を示す、「学校のアレルギ―疾患に対する取り組みガイドライン（運用指針）」を作成した。

 

　指針は全国の教育委員会や各学校に対し、保護者や医者を通じて児童・生徒の個々の症状を把握するよう求めている。給食の献立などは原則的に学級担任などが把握し、疾患のある児童・生徒が誤ってアレルギー食材を摂取することのないよう注意を指示しており、各教育委員会はこの指針をもとに対策を

講じている。

 

　文科省によると、1988年に札幌市の市立小学校で、そばアレルギーの小学6年生の男子児童が、給食のそばを食べて下校後に死亡する事故が発生。同省ではその後、死亡事故が発生したケースはないということです。
